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本論文はドビュッシー (ClaudeDebussy， 1862・1918)が作曲した、フランス語で melodie
と呼ばれる歌曲のジャンルを取り上げ、様式の変遷を辿りつつ、その全体像と意義とを探った

















っている。以上の結果として、第 I 期 (1879~1885 年)では、ドビュッシーが、詩の形式を
考慮して音楽の形式を使っており、テキストの意味内容に合わせて、伝統的な音楽の形式を応
用的に扱い、意味に向かつて詩行・詩節といった詩の形式の枠を崩そうとするような作曲をし


















本論文に関する口頭試問は 2010年 1月 12日(火)、およそ 1時間 30分にわたって実施した。
そこでは、1) ドビュッシーのメロディを論じるにあたっては、同じく声楽作品であり、重要
作であるオペラ《ベレアスとメリザンド》についての考察が、少なくとも研究史の観点からは
必要ではないか、 2) ドビュッシーの歌曲の考察にあたって、オング(W.Ong)による<声
に出されたもの>1<書かれたもの>という概念の援用は当てはまらないのではないか、などの
指摘が行われ、 3)詩や作品中のフランス語の理解についても、いくつかの間題点が示され、
また指摘が行われた。しかし、これらに対してはいずれも的確な解答ならびに理解が示され、
ドビュッシーの歌曲の世界について、さらに、 19世紀のフランスの詩と歌曲について、論文提
出者が、幅広い知見を有していることが証示された。とりわけ、個々の作品の分析は、一つ一
つの曲への共感にあふれた丁寧かつ誠実な取り組みとなっており、過不足なく明快に記述され
ており、作品の鑑賞に際しでも十分に活用されうるものとなっている。以上の成果により、本
論文を、博士(文学)の学位にふさわしい価値を有するものと認定する。
